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▶
千
葉
陽
平
さ
ん
（
右
側
）
と
岡
義
将
さ
ん
（
左
側
）
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千
葉
陽
平
さ
ん
は
愛
媛
県
の
ご
出
身
で
、

大
阪
の
大
学
卒
業
後
、
建
設
会
社
の
勤
務
で

米
沢
の
綱
木
川
ダ
ム
の
建
設
現
場
に
赴
任
さ

れ
ま
し
た
。
建
設
会
社
を
退
職
後
、
米
沢
市

内
で
就
職
し
、
野
菜
と
の
出
会
い
が
あ
り
７

年
前
に
新
規
就
農
さ
れ
ま
し
た
。

岡
義
将
さ
ん
は
、埼
玉
県
の
ご
出
身
で
す
。

一
昨
年
度
東
京
の
大
学
を
卒
業
し
、
米
沢
に

移
住
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
陽
平
さ
ん
の
も
と

で
農
業
を
学
び
、
昨
年
度
新
規
就
農
さ
れ
ま

し
た
。

自
然
栽
培
で
農
業
を
営
む
お
二
人
の
更
な

る
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

樋
渡
由
美
】
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令
和
２
年
８
月
27
日
、
新
任
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
研
修
会
が
「
山
形
ビ
ッ
グ
ウ

イ
ン
グ
」
で
開
催
さ
れ
、
米
沢
市

か
ら
新
任
委
員
６
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
初
め
に
農
業
委
員
会
を
取

り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
の
講
義
を

受
け
、
委
員
と
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
を
遵
守
す
る
こ
と
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
委
員
会

新
任
農
業
委
員
・
推
進
委
員
研
修
会

制
度
・
農
地
法
な
ど
に

つ
い
て
基
礎
的
な
知
識

な
ど
の
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
後
半

は
、
農
地
関
連
制
度
・

農
地
中
間
管
理
事
業
、

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

の
実
践
的
な
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
農
地

中
間
管
理
事
業
で
は
、

農
地
の
貸
し
借
り
な
ど

の
手
続
き
等
を
代
行
し

て
く
れ
る
た
め
、
農
業

規
模
拡
大
や
効
率
化
を

図
り
た
い
と
い
っ
た
担

い
手
農
家
へ
貸
し
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

改
め
て
連
携
の
重
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
農
業
者
年
金
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
向
け
て
安
心
し
て
農

業
を
続
け
て
い
く
た
め
に
も
自
身

の
お
守
り
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
、
決
意
を
新
た
に
農
業

委
員
会
の
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

         

【
農
業
委
員　

宮
﨑
雅
文
】研修会の様子
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新
年
の
ご
挨
拶

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
７
月
に
豪
雨
が
あ
り
、
県
内
で
も
村
山
・
最
上
地
域
に
大
き
な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
本
市
に
お
い
て
は
、
被
害
も
少
な
く
穏
や
か
な
気
象
条
件
で
し
た
。

作
柄
に
つ
い
て
は
、
稲
作
・
果
樹
・
野
菜
等
も
順
調
な
１
年
で
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
外
食
産
業
の
需
要
落
ち
込
み
に

よ
り
、
牛
肉
、
花
き
類
、
米
を
中
心
に
農
畜
産
物
価
格
が
低
迷
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
今
年
の
主
食
用
米
の
作
付
面
積
は
大
幅
な
削
減
が
必
要
な
状
況
と
な
り
、
転
作
拡
大
に

向
け
て
主
食
用
米
と
同
等
の
所
得
が
得
ら
れ
る
政
策
支
援
を
長
期
的
か
つ
安
定
的
に
図
っ

て
い
く
こ
と
を
関
係
機
関
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
は
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
農
政
の
今

後
10
年
間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
す
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
食
料
自
給

率
の
向
上
と
食
の
安
全
保
障
を
確
立
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
も

大
規
模
な
経
営
体
と
地
域
を
支
え
る
「
中
小
・
家
族
経
営
」
等
の
多
様
な
担
い
手
の
確
保

も
急
務
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
農
業
委
員
会
と
し
て
そ
の
実
現
に
向
け
、
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
農
業
委
員
会
は
、
昨
年
７
月
に
改
選
に
な
り
、
新
た
な
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」、
具
体
的
に
は
「
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
」「
遊
休
農
地
の
発
生
の
防
止
・
解
消
」「
新
規
就
農
者
参
入
の

促
進
」
を
図
り
、
農
地
等
の
利
用
の
効
率
化
に
向
け
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
農
家

の
皆
様
と
関
係
機
関
の
御
指
導
、
御
支
援
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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本
年
も
よ
ろ
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お
願
い
い
た
し
ま
す

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

市
長
と
市
議
会
議
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

「
令
和
２
年
度
農
地
等
の
利
用
の

  

最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」

市長への意見書提出の様子議長への意見書提出の様子

　

農
業
委
員
会
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
じ
て
、
農
業
者
の

意
向
を
汲
み
上
げ
、
農
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
意
見
書
の
提
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
10
月
16
日
に
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」

を
市
長
と
市
議
会
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

親
元
就
農
者
の
給
付
金
制
度
の
創
設
な
ど
引
き
続
き
要
求
し
た
も
の
に
加
え
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
補
助
予
算
拡
充
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
農
業
者
の
経

営
安
定
に
対
す
る
各
種
支
援
策
の
継
続
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

１　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集    

　

約
化
に
つ
い
て

　

⑴　

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改

　
　

良
事
業
の
継
続
に
つ
い
て

　

⑵　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
す
る
補
助
予

　
　

算
の
拡
充
に
つ
い
て

　

⑶　

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に

　
　

係
る
交
付
対
象
要
件
の
緩
和
に
つ
い

　
　

て

２　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の
予
算
確
保

　

等
に
つ
い
て

３　

農
家
子
弟
農
業
後
継
者
（
親
元
就
農

　

者
）
育
成
確
保
の
た
め
の
給
付
金
制
度

　

の
創
設
に
つ
い
て
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有
害
鳥
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予
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の
増
額
と
補
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対
象
経
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大
に
つ
い
て
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新
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ロ
ナ
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イ
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ス
禍
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お
け
る

　

農
業
支
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伊
藤
　
精
司

小
関
　
善
隆

髙
橋
　
祐
弘

我
彦
　
正
福

佐
藤
　
利
夫

田
代
　
曻
一

佐
藤
　
孝
義

高
橋
　
信
夫

佐
久
間
英
之

江
口
　
益
美

宮
﨑
　
雅
文

遠
藤
　
伊
一

鈴
木
　
晃
子

大
野
澤
　
進

相
田
市
三
郎

山
王
堂
民
榮

古
畑
　
功
一

樋
渡
　
由
美

二
宮
　
啓
一

農
業
委
員
会
委
員
一
同

農
業
委
員
会
会
長

伊
　
藤
　
精
　
司

農
地
利
用
最
適
化

　
　
　
推
進
委
員
一
同

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

石
川
　
正
義

伊
藤
　
俊
浩

遠
藤
　
耕
一

桐
澤
林
右
衛
門

黒
田
義
一
郎

小
関
　
恭
弘

後
藤
　
　
仁

新
藤
　
広
一

鈴
木
　
勘
助

⻆
屋
　
耕
吉

清
井
　
政
彦

竹
内
　
一
利

竹
田
　
修
二

本
田
　
隆
則

諸
橋
　
勝
次

山
口
　
正
行

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

市
長
と
市
議
会
議
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

「
令
和
２
年
度
農
地
等
の
利
用
の

  

最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」

市長への意見書提出の様子議長への意見書提出の様子

　

農
業
委
員
会
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
じ
て
、
農
業
者
の

意
向
を
汲
み
上
げ
、
農
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
意
見
書
の
提
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
10
月
16
日
に
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」

を
市
長
と
市
議
会
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

親
元
就
農
者
の
給
付
金
制
度
の
創
設
な
ど
引
き
続
き
要
求
し
た
も
の
に
加
え
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
補
助
予
算
拡
充
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
農
業
者
の
経

営
安
定
に
対
す
る
各
種
支
援
策
の
継
続
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

１　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集    

　

約
化
に
つ
い
て

　

⑴　

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改

　
　

良
事
業
の
継
続
に
つ
い
て

　

⑵　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
す
る
補
助
予

　
　

算
の
拡
充
に
つ
い
て

　

⑶　

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に

　
　

係
る
交
付
対
象
要
件
の
緩
和
に
つ
い

　
　

て

２　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の
予
算
確
保

　

等
に
つ
い
て

３　

農
家
子
弟
農
業
後
継
者
（
親
元
就
農

　

者
）
育
成
確
保
の
た
め
の
給
付
金
制
度

　

の
創
設
に
つ
い
て

４　

有
害
鳥
獣
対
策
予
算
の
増
額
と
補
助

　

対
象
経
費
の
拡
大
に
つ
い
て

５　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る

　

農
業
支
援
に
つ
い
て　



　近年イノシシの生息域拡大やサル、クマの行動変化等により、様々な場所で農林業等被害が発生しております。
これらの被害を減少させるための対策等を以下のとおりお知らせしますので、御活用ください。

１　有害鳥獣対策について
　⑴侵入する理由を無くす対策
　　敷地や農地内の誘引物を無くす（生ゴミ、野菜（果樹）くず、放置果樹など）。
　⑵侵入する意欲を無くす対策
　　農地に電気柵や防護柵を設置するなどの防除対策を行う。
　⑶他の対策との組合せにより、一時的に効果が期待できる対策
　　ア　花火、パチンコ等
　　イ　藪の草刈り、林縁部の伐採（人の匂いによる忌避効果と隠れ処を無くす対策）
　　　※イノシシの場合は、草刈り後にムシなどの匂いを辿って掘起しを行うため、刈った後の草は敷いたまま
　　　　の状態が良いと言われています。
　⑷効果が期待できない対策
　　ア　音や光、匂いなどによる忌避剤など

　オオカミの尿や音、光を用いたものなど、様々な忌避剤が販売されていますが、基本的に効果はありま
せん（埼玉県などの研究機関で実験されています）。
　効果が出る場合もありますが、最初だけ警戒する、見慣れないものがある農地よりは何も施されていな
い農地を選ぶ、忌避剤を確認しに行く人の出入りが増えたことなどによる一時的もしくは別の理由による
効果と考えられます。
イ　有刺鉄線などによる侵入防止柵
　イノシシやクマについては身体の脂肪が厚いため、刺さっても痛くありません。
　サルについても手のひらの皮が厚いため、刺さっても痛くありません。

　⑸行ってはいけない対策
　　ア　通電していない電気柵や電気柵に似せた柵の設置

　イノシシやクマなどは鼻先以外電気が効きません。習性上初めて見るものは鼻先で探索しますが、　通電
しない電気柵等で学習すると、その個体は周りの電気柵も突破しだし、地域すべての電気柵の効果が無く
なる恐れがあります。
　通電しない電気柵は速やかに撤去する、また、類似柵（ヒモなど）の設置は行わないでください。

　　イ　電気柵を昼間切っておく
　　　イノシシは夜間だけではなく昼も行動します。
　　　電気柵は 24時間通電してください。

２　有害鳥獣出没・被害調査への御協力に関するお願い
　本市では、鳥獣被害がある地域への適切な支援や、県や国に対して対策要望を行う際の基礎資料とするため、
鳥獣による農作物被害調査を毎年行っております。回覧や調査員による聞き取り調査があった場合は御協力をお
願いします。
３　電気柵等の補助について
　米沢市（米沢市有害鳥獣対策連絡協議会）では、鳥獣害対策として以下のとおり補助を行っております。

詳しくは、農林課森林農村整備担当（内線501 2）までお問合せ下さい。

農地パトロールの様子

市単独補助 国庫交付金

補助内容
電気柵・侵入防
止柵等（狭域）

狩猟免許取得に
係る経費

電気柵・侵入防止
柵等（広域）

地区協議会活動
支援

申請者 農家等
猟友会に入会した方
狩猟免許取得者

受益戸数が３戸以
上

地区協議会

補助率
事業費の半額
（上限６万円）

事業費の概ね 2/3
定額（自力施工）
半額（委託施工）

事業費の半額程度

その他 予算の限り。 実施前年までの申請を原則とする。

　

今
年
度
の
山
形
県

農
業
委
員
会
大
会

が
、
11
月
６
日
に
新

庄
市
民
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開

催
と
な
り
、
県
内
35

市
町
村
の
農
業
委
員

令
和
二
年
度
　
山
形
県
農
業
委
員
会
大
会
に
参
加
し
て

会
が
例
年
の
半
数
（
約
４
０
０
名
）
の
方
が
出

席
さ
れ
、
会
場
は
前
後
左
右
一
席
開
け
て
３
密

対
策
を
遵
守
し
て
開
催
さ
れ
、米
沢
市
か
ら
は
、

農
業
委
員
・
推
進
委
員
18
名
、
事
務
局
長
１
名

の
計
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
農
業
委
員
会
憲
章
を
新
庄

市
農
業
委
員
会
会
長
が
独
唱
さ
れ
、
主
催
者
挨

拶
の
後
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
が
１
個
人
１
団

第
１
号
議
案　

次
世
代
に
継
承
す
る
活
力
あ

る
農
業
・
農
村
の
再
構
築
の

た
め
の
政
策
提
案
決

第
２
号
議
案　
「
地
域
の
農
地
を
活
か
し
、

担
い
手
を
応
援
す
る
全
国
運

動
」
で
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
農

業
・
農
村
を
元
気
に
す
る
申

し
合
わ
せ
決
議

第
３
号
議
案　

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
と

情
報
提
供
活
動
の
強
化
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
決
議

第
４
号
議
案　

新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
強
化
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
決
議

１席空けて着席

伊藤会長のあいさつ

会場の様子

電気柵を設置した畑

体
に
、
農
業
会
議
会
長
表
彰
が
３

名
の
農
業
委
員
会
長
と
７
名
の
農

業
委
員
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
、
農
業
情
勢
講
演
を
東
北
農
政

局
地
方
参
事
官
の
平
野
氏
か
ら
講

演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
次
の

４
議
案
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
ガ
ン
バ
ロ
ウ
宣
言

が
さ
れ
、
次
期
開
催
地
区
で
あ
る

庄
内
地
区
代
表
の
酒
田
市
農
業
委

員
会
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し

た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

佐
藤
利
夫
】

農委　よねざわ　45　農委　よねざわ

米沢市内の農家の皆様へ
農林課からのお知らせ

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
法

第
30
条
に
基
づ
き
、
毎
年
一

回
、
管
内
の
全
農
地
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利

用
状
況
調
査
）
で
は
、
①
地

域
の
農
地
利
用
の
確
認
、
②

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発

生
防
止
・
解
消
、
③
違
反
転

用
の
発
生
防
止
・
早
期
発
見
、

に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
８
月
と
11
月

に
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
、
事
務
局
職

員
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。

８
月
は
遊
休
農
地
、
11
月

は
農
地
法
で
届
出
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
が
目
的
ど
お
り
利
用

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
農

地
転
用
許
可
を
受
け
た
と
こ

ろ
の
進
捗
状
況
の
確
認
で

す
。農

地
所
有
者
の
方
で
農

地
利
用
等
で
お
困
り
の
こ
と

農
地
パ
ト
ロ
ー
ルが

あ
り
ま
し
た
ら
、
遊
休
農

地
化
す
る
前
に
、
お
近
く
の

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
【
農
業
委
員　

髙
橋
信
夫
】



　近年イノシシの生息域拡大やサル、クマの行動変化等により、様々な場所で農林業等被害が発生しております。
これらの被害を減少させるための対策等を以下のとおりお知らせしますので、御活用ください。

１　有害鳥獣対策について
　⑴侵入する理由を無くす対策
　　敷地や農地内の誘引物を無くす（生ゴミ、野菜（果樹）くず、放置果樹など）。
　⑵侵入する意欲を無くす対策
　　農地に電気柵や防護柵を設置するなどの防除対策を行う。
　⑶他の対策との組合せにより、一時的に効果が期待できる対策
　　ア　花火、パチンコ等
　　イ　藪の草刈り、林縁部の伐採（人の匂いによる忌避効果と隠れ処を無くす対策）
　　　※イノシシの場合は、草刈り後にムシなどの匂いを辿って掘起しを行うため、刈った後の草は敷いたまま
　　　　の状態が良いと言われています。
　⑷効果が期待できない対策
　　ア　音や光、匂いなどによる忌避剤など

　オオカミの尿や音、光を用いたものなど、様々な忌避剤が販売されていますが、基本的に効果はありま
せん（埼玉県などの研究機関で実験されています）。
　効果が出る場合もありますが、最初だけ警戒する、見慣れないものがある農地よりは何も施されていな
い農地を選ぶ、忌避剤を確認しに行く人の出入りが増えたことなどによる一時的もしくは別の理由による
効果と考えられます。
イ　有刺鉄線などによる侵入防止柵
　イノシシやクマについては身体の脂肪が厚いため、刺さっても痛くありません。
　サルについても手のひらの皮が厚いため、刺さっても痛くありません。

　⑸行ってはいけない対策
　　ア　通電していない電気柵や電気柵に似せた柵の設置

　イノシシやクマなどは鼻先以外電気が効きません。習性上初めて見るものは鼻先で探索しますが、　通電
しない電気柵等で学習すると、その個体は周りの電気柵も突破しだし、地域すべての電気柵の効果が無く
なる恐れがあります。
　通電しない電気柵は速やかに撤去する、また、類似柵（ヒモなど）の設置は行わないでください。

　　イ　電気柵を昼間切っておく
　　　イノシシは夜間だけではなく昼も行動します。
　　　電気柵は 24時間通電してください。

２　有害鳥獣出没・被害調査への御協力に関するお願い
　本市では、鳥獣被害がある地域への適切な支援や、県や国に対して対策要望を行う際の基礎資料とするため、
鳥獣による農作物被害調査を毎年行っております。回覧や調査員による聞き取り調査があった場合は御協力をお
願いします。
３　電気柵等の補助について
　米沢市（米沢市有害鳥獣対策連絡協議会）では、鳥獣害対策として以下のとおり補助を行っております。

詳しくは、農林課森林農村整備担当（内線501 2）までお問合せ下さい。
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の
計
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
農
業
委
員
会
憲
章
を
新
庄

市
農
業
委
員
会
会
長
が
独
唱
さ
れ
、
主
催
者
挨

拶
の
後
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
が
１
個
人
１
団

第
１
号
議
案　

次
世
代
に
継
承
す
る
活
力
あ

る
農
業
・
農
村
の
再
構
築
の

た
め
の
政
策
提
案
決

第
２
号
議
案　
「
地
域
の
農
地
を
活
か
し
、

担
い
手
を
応
援
す
る
全
国
運

動
」
で
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
農

業
・
農
村
を
元
気
に
す
る
申

し
合
わ
せ
決
議

第
３
号
議
案　

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
と

情
報
提
供
活
動
の
強
化
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
決
議

第
４
号
議
案　

新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
強
化
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
決
議

１席空けて着席

伊藤会長のあいさつ

会場の様子

電気柵を設置した畑

体
に
、
農
業
会
議
会
長
表
彰
が
３

名
の
農
業
委
員
会
長
と
７
名
の
農

業
委
員
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
、
農
業
情
勢
講
演
を
東
北
農
政

局
地
方
参
事
官
の
平
野
氏
か
ら
講

演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
次
の

４
議
案
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
ガ
ン
バ
ロ
ウ
宣
言

が
さ
れ
、
次
期
開
催
地
区
で
あ
る

庄
内
地
区
代
表
の
酒
田
市
農
業
委

員
会
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し

た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

佐
藤
利
夫
】
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米沢市内の農家の皆様へ
農林課からのお知らせ

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
法

第
30
条
に
基
づ
き
、
毎
年
一

回
、
管
内
の
全
農
地
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利

用
状
況
調
査
）
で
は
、
①
地

域
の
農
地
利
用
の
確
認
、
②

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発

生
防
止
・
解
消
、
③
違
反
転

用
の
発
生
防
止
・
早
期
発
見
、

に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
８
月
と
11
月

に
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
、
事
務
局
職

員
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。

８
月
は
遊
休
農
地
、
11
月

は
農
地
法
で
届
出
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
が
目
的
ど
お
り
利
用

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
農

地
転
用
許
可
を
受
け
た
と
こ

ろ
の
進
捗
状
況
の
確
認
で

す
。農

地
所
有
者
の
方
で
農

地
利
用
等
で
お
困
り
の
こ
と

農
地
パ
ト
ロ
ー
ルが

あ
り
ま
し
た
ら
、
遊
休
農

地
化
す
る
前
に
、
お
近
く
の

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
【
農
業
委
員　

髙
橋
信
夫
】
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やってよかった「農と食の元気っ子講座」地域かわら版
　

新
制
度
に
な
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
農
と
食
の

元
気
っ
子
講
座
」
も
今
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
が
主
催
で
各
地
区
の
農
業
委
員
が

中
心
と
な
り
、
小
学
生
の
家
族
を
対
象
に
収
穫
体
験

と
調
理
実
習
等
を
行
い
、
農
業
と
食
の
大
切
さ
や
楽

し
さ
を
学
べ
る
人
気
の
講
座
で
す
。

　

１
年
目
は
「
栗
・
か
ぼ
ち
ゃ
」
２
年
目
は
「
大
豆
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
今
年
度
は
南
原
地
区
の
「
そ

ば
」
を
テ
ー
マ
に
計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、

生
活
環
境
が
一
変
し
、
今
ま
で
通
り
の
開
催
は
困
難

に
な
り
ま
し
た
。中
止
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
不
測
の
事
態
の
時
ほ
ど
、
農
業
や
食
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
尊
い
と
感
じ
、
開
催
で
き
る

よ
う
知
恵
を
し
ぼ
り
話
し
合
い
を
重
ね
、
予
防
対
策

を
万
全
に
、
で
き
る
範
囲
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

➡︎

農業者年金に加入して豊かな老後を！
～加入要件は３つ、メリットは６つ～

農業者年金は、農業者のための頼れる公的年金です。
少しでも興味を持たれた方は、事務局へお知らせ下さい。
説明に伺います。

加入要件
　①20歳以上60歳未満の方
　②国民年金第１号被保険者
　③年間60日以上農業に従事する方

メリット
　①積立方式で安心
　②加入・脱退も自由
　③保険料は全額社会保険料控除
　④保険料はいつでも変更可能
　⑤農業の担い手には保険料補助
　⑥終身年金80歳までの死亡一時金
　　あり

それに
対して

国民年金の支給額は 老後の家計費現金支出は
年額156万円 年額288万円

農業者の皆さんが加入している
国民年金は、40年加入、納付
した場合、夫婦二人で月額約
13万円です。
（平成30年度の老齢基礎年金の満額参照）

高齢農家世帯（世帯主が65歳
以上の夫婦２人）の家計費は、
現金支出で月額約24万円です。
（平成28年総務省家計調査を基に推計）

し
た
。

　

１
回
目
は
９
月
６

日
、
松
川
コ
ミ
ュ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
新
規
就
農
２

年
目
の
岡
義
将
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
き
、
農
業

や
そ
ば
の
話
な
ど
、
質

問
形
式
で
交
流
を
し
た

り
、
農
業
委
員
が
栽
培

し
た
夏
野
菜
を
テ
ー
マ

に
ク
イ
ズ
を
し
た
り
、

そ
ば
の
ガ
レ
ッ
ト
作
り

かてもの

か
て
も
の
を
テ
ー
マ
に
山
歩
き

　

令
和
２
年
10
月
17
日
南
原
コ
ミ
セ
ン
事
業
に
よ
る

秋
の
西
向
沼
を
自
然
散
策
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
来
ま
し
た
。
当
日
は
朝
コ
ミ
セ
ン
に
集
合
、
参
加

者
の
体
温
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
で
し
た
が
参
加
者
12
名
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
４
名
、

講
師
の
方
１
名
に
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
発
し
ま
し

た
。

　

現
地
に
到
着
し
今
回
の
講
師
で
あ
る
森
の
仲
間
た

ち
代
表
森
の
案
内
人
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
も
あ
る

「
白
壁
洋
子
」
さ
ん
よ
り
「
か
て
も
の
」
に
つ
い
て

資
料
を
い
た
だ
き
散
策
を
開
始
し
ま
し
た
。「
か
て

も
の
」
と
は
簡
単
に
言
う
と
食
べ
ら
れ
る
植
物
の
こ

と
で
、
山
菜
な
ど
今
わ
た
し
た
ち
が
食
用
で
き
る
も

の
は
先
人
た
ち
の
教
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
か
つ

て
米
沢
藩
で
は
「
か
て
も
の
」
に
つ
い
て
書
い
た
書

物
を
作
成
し
、
飢
饉
の
対
策
と
し
て
、
米
を
蓄
え
た

り
山
野
草
を
食
べ
た
り
と
様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
乗

り
切
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
天
保
４
年（
１
８
３
３
年
）

に
あ
っ
た
大
飢
饉
の
際
に
は
大
い
に
役
に
立
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

早
速
ト
チ
ノ
ミ
を
発
見
、
ク
リ
の
よ
う
で
す
が
ち

ょ
っ
と
違
い
ま
す
。「
か
て
も
の
」
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
周
辺
に
は
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
木
が
あ
り
ま
す

が
、
カ
ナ
ダ
な
ど
で
は
有
名
な
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

の
木
で
す
。
小
国
町
や
金
山
町
で
は
採
種
し
て
い
る

所
が
あ
る
そ
う
で
す
。
白
壁
さ
ん
の
話
が
止
ま
ら
ず

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
気
付
く
と
沼
を
抜

け
て
眺
め
の
い
い
場
所
に
で
ま
し
た
。
天
候
も
回
復

し
、
市
内
を
一
望
で
き
る
所
で
参
加
者
の
方
々
で
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
腹
も
す
い
て
き
た
な
と
思
っ
て
い
た
ら
ス
タ
ッ

フ
の
方
が
何
や
ら
美
味
し
そ
う
な
物
を
用
意
し
て
下

さ
っ
て
い
ま
し
た
。
農
業
委
員
の
一
人
で
も
あ
る
樋

渡
由
美
さ
ん
よ
り
「
ウ
コ
ギ
の
天
ぷ
ら
」
と
「
イ
ノ

シ
シ
肉
の
シ
チ
ュ
ー
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
腹

も
満
足
し
て
バ
ス
に
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

現
代
は
食
糧
が
豊
か
な
時
代
で
す
が
、
農
業
者
に

よ
る
生
産
の
重
要
性
、
そ
し
て
万
一
食
糧
難
に
陥
っ

た
と
き
に
も
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
そ
の
時
に
探
す
の

で
は
な
く
、
常
日
頃
か
ら
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

宮
﨑
雅
文
】

　
　

見晴らしの良い場所で食事講師の白壁さん

と
そ
ば
の
実
ス
ー
プ
を
家
族
ご
と
に
作
り
食
し
ま
し

た
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
と
笑
い

声
が
広
が
り
有
意
義
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

２
回
目
は
11
月
８
日
、
収
穫
し
た
ば
か
り
の
「
で

わ
か
お
り
」
で
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
ま
し
た
。
講
師

は
そ
ば
生
産
者
の
農
業
委
員
が
担
当
し
、
ま
ず
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
か
ら
、
家
族
単
位
で
和

気
あ
い
あ
い
と
そ
ば
打
ち
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
ば

の
ゆ
で
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
米
沢
産
の
か

ぼ
ち
ゃ
、さ
つ
ま
い
も
、舞
茸
の
天
ぷ
ら
を
お
土
産

に
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
子
ど
も

た
ち
も
口
々
に
「
楽

し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
来
年
も
来
た
い
で

す
。」と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
保
護
者
の

方
か
ら
も
、「
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
ほ
と
ん

ど
の
行
事
が
中
止
に

な
り
、
子
ど
も
と
楽

し
む
こ
と
が
出
来
な

く
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

こ
の
よ
う
な
講
座
を

開
催
し
て
く
だ
さ
っ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
情
勢
を
み
な
が
ら
に
は
な
り
ま

す
が
、
本
来
あ
る
べ
き
農
業
や
食
の
大
切
さ
を
再

確
認
し
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
場
と
し
て
、
来

年
度
に
向
け
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
農
業
委
員

　
　
　
　

鈴
木
晃
子
】
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やってよかった「農と食の元気っ子講座」地域かわら版
　

新
制
度
に
な
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
農
と
食
の

元
気
っ
子
講
座
」
も
今
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
が
主
催
で
各
地
区
の
農
業
委
員
が

中
心
と
な
り
、
小
学
生
の
家
族
を
対
象
に
収
穫
体
験

と
調
理
実
習
等
を
行
い
、
農
業
と
食
の
大
切
さ
や
楽

し
さ
を
学
べ
る
人
気
の
講
座
で
す
。

　

１
年
目
は
「
栗
・
か
ぼ
ち
ゃ
」
２
年
目
は
「
大
豆
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
今
年
度
は
南
原
地
区
の
「
そ

ば
」
を
テ
ー
マ
に
計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、

生
活
環
境
が
一
変
し
、
今
ま
で
通
り
の
開
催
は
困
難

に
な
り
ま
し
た
。中
止
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
不
測
の
事
態
の
時
ほ
ど
、
農
業
や
食
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
尊
い
と
感
じ
、
開
催
で
き
る

よ
う
知
恵
を
し
ぼ
り
話
し
合
い
を
重
ね
、
予
防
対
策

を
万
全
に
、
で
き
る
範
囲
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

➡︎

農業者年金に加入して豊かな老後を！
～加入要件は３つ、メリットは６つ～

農業者年金は、農業者のための頼れる公的年金です。
少しでも興味を持たれた方は、事務局へお知らせ下さい。
説明に伺います。

加入要件
　①20歳以上60歳未満の方
　②国民年金第１号被保険者
　③年間60日以上農業に従事する方

メリット
　①積立方式で安心
　②加入・脱退も自由
　③保険料は全額社会保険料控除
　④保険料はいつでも変更可能
　⑤農業の担い手には保険料補助
　⑥終身年金80歳までの死亡一時金
　　あり

それに
対して

国民年金の支給額は 老後の家計費現金支出は
年額156万円 年額288万円

農業者の皆さんが加入している
国民年金は、40年加入、納付
した場合、夫婦二人で月額約
13万円です。
（平成30年度の老齢基礎年金の満額参照）

高齢農家世帯（世帯主が65歳
以上の夫婦２人）の家計費は、
現金支出で月額約24万円です。
（平成28年総務省家計調査を基に推計）

し
た
。

　

１
回
目
は
９
月
６

日
、
松
川
コ
ミ
ュ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
新
規
就
農
２

年
目
の
岡
義
将
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
き
、
農
業

や
そ
ば
の
話
な
ど
、
質

問
形
式
で
交
流
を
し
た

り
、
農
業
委
員
が
栽
培

し
た
夏
野
菜
を
テ
ー
マ

に
ク
イ
ズ
を
し
た
り
、

そ
ば
の
ガ
レ
ッ
ト
作
り

かてもの

か
て
も
の
を
テ
ー
マ
に
山
歩
き

　

令
和
２
年
10
月
17
日
南
原
コ
ミ
セ
ン
事
業
に
よ
る

秋
の
西
向
沼
を
自
然
散
策
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
来
ま
し
た
。
当
日
は
朝
コ
ミ
セ
ン
に
集
合
、
参
加

者
の
体
温
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
で
し
た
が
参
加
者
12
名
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
４
名
、

講
師
の
方
１
名
に
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
発
し
ま
し

た
。

　

現
地
に
到
着
し
今
回
の
講
師
で
あ
る
森
の
仲
間
た

ち
代
表
森
の
案
内
人
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
も
あ
る

「
白
壁
洋
子
」
さ
ん
よ
り
「
か
て
も
の
」
に
つ
い
て

資
料
を
い
た
だ
き
散
策
を
開
始
し
ま
し
た
。「
か
て

も
の
」
と
は
簡
単
に
言
う
と
食
べ
ら
れ
る
植
物
の
こ

と
で
、
山
菜
な
ど
今
わ
た
し
た
ち
が
食
用
で
き
る
も

の
は
先
人
た
ち
の
教
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
か
つ

て
米
沢
藩
で
は
「
か
て
も
の
」
に
つ
い
て
書
い
た
書

物
を
作
成
し
、
飢
饉
の
対
策
と
し
て
、
米
を
蓄
え
た

り
山
野
草
を
食
べ
た
り
と
様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
乗

り
切
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
天
保
４
年（
１
８
３
３
年
）

に
あ
っ
た
大
飢
饉
の
際
に
は
大
い
に
役
に
立
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

早
速
ト
チ
ノ
ミ
を
発
見
、
ク
リ
の
よ
う
で
す
が
ち

ょ
っ
と
違
い
ま
す
。「
か
て
も
の
」
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
周
辺
に
は
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
木
が
あ
り
ま
す

が
、
カ
ナ
ダ
な
ど
で
は
有
名
な
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

の
木
で
す
。
小
国
町
や
金
山
町
で
は
採
種
し
て
い
る

所
が
あ
る
そ
う
で
す
。
白
壁
さ
ん
の
話
が
止
ま
ら
ず

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
気
付
く
と
沼
を
抜

け
て
眺
め
の
い
い
場
所
に
で
ま
し
た
。
天
候
も
回
復

し
、
市
内
を
一
望
で
き
る
所
で
参
加
者
の
方
々
で
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
腹
も
す
い
て
き
た
な
と
思
っ
て
い
た
ら
ス
タ
ッ

フ
の
方
が
何
や
ら
美
味
し
そ
う
な
物
を
用
意
し
て
下

さ
っ
て
い
ま
し
た
。
農
業
委
員
の
一
人
で
も
あ
る
樋

渡
由
美
さ
ん
よ
り
「
ウ
コ
ギ
の
天
ぷ
ら
」
と
「
イ
ノ

シ
シ
肉
の
シ
チ
ュ
ー
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
腹

も
満
足
し
て
バ
ス
に
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

現
代
は
食
糧
が
豊
か
な
時
代
で
す
が
、
農
業
者
に

よ
る
生
産
の
重
要
性
、
そ
し
て
万
一
食
糧
難
に
陥
っ

た
と
き
に
も
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
そ
の
時
に
探
す
の

で
は
な
く
、
常
日
頃
か
ら
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

宮
﨑
雅
文
】

　
　

見晴らしの良い場所で食事講師の白壁さん

と
そ
ば
の
実
ス
ー
プ
を
家
族
ご
と
に
作
り
食
し
ま
し

た
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
と
笑
い

声
が
広
が
り
有
意
義
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

２
回
目
は
11
月
８
日
、
収
穫
し
た
ば
か
り
の
「
で

わ
か
お
り
」
で
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
ま
し
た
。
講
師

は
そ
ば
生
産
者
の
農
業
委
員
が
担
当
し
、
ま
ず
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
か
ら
、
家
族
単
位
で
和

気
あ
い
あ
い
と
そ
ば
打
ち
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
ば

の
ゆ
で
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
米
沢
産
の
か

ぼ
ち
ゃ
、さ
つ
ま
い
も
、舞
茸
の
天
ぷ
ら
を
お
土
産

に
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
子
ど
も

た
ち
も
口
々
に
「
楽

し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
来
年
も
来
た
い
で

す
。」と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
保
護
者
の

方
か
ら
も
、「
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
ほ
と
ん

ど
の
行
事
が
中
止
に

な
り
、
子
ど
も
と
楽

し
む
こ
と
が
出
来
な

く
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

こ
の
よ
う
な
講
座
を

開
催
し
て
く
だ
さ
っ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
情
勢
を
み
な
が
ら
に
は
な
り
ま

す
が
、
本
来
あ
る
べ
き
農
業
や
食
の
大
切
さ
を
再

確
認
し
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
場
と
し
て
、
来

年
度
に
向
け
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
農
業
委
員

　
　
　
　

鈴
木
晃
子
】
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通勤農業でりんご栽培
　東京にお住いの遠藤利秀さん（57歳）をご紹介します。
　遠藤さんは、電話関連会社に勤務し、週末に実家のある米沢市に来てりんご栽培を頑張っています。
　りんご園は、元愛宕小学校の裏山にあり、昭和の構造改善事業で開拓造成された農地で、「父親が他界
してからは、水田は近所の方に引き受けていただきましたが、りんご園の方は管理してもらえる方がなか
なか見つかりませんでした。農地が荒れることを大変心配し、父と母が丹精込めてここまで育ててきたも
のを放棄することは無念でならないとの思いから、どこまでやれるか分からないが、自分でやるしかな
い！」と、東京から新幹線で米沢市まで通い農業することを決断しました。
　りんご栽培を始めて優に10年を超え、面積は約38アール、品種は主に「ふじ」で防除は共同防除を防
除団体にお願いしています。有害鳥獣の被害にも困っていますが、今は、摘果作業と葉摘み作業がどうし
ても遅れることが一番の悩みだそうです。
　「家族も応援してくれて心強いです！まだまだ頑張ります！！」と意気込んでおられました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【農業委員　二宮啓一】

　あけましておめでとうございます。この広報は、
改選を迎えて新しいメンバーとなり、取材し、原稿
の作成から校正まで、一から作成したものです。
広報を通して農業委員会の活動を知ってもらうた
め、また地域の様々な状況・情報を紹介するため、
広報委員会一同頑張っていきたいと思います。
　今年もよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　【広報委員長　我彦　正福】


